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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月9日(2009.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｘ線を受信する複数のピクセルと、
前記複数のピクセルを作動する少なくとも１つの分割走査線（５２）と、
前記Ｘ線を示す電荷を伝導する少なくとも１つのデータ線と、
を備え、
前記１つの分割走査線（５２）の各々が複数の独立した作動線を備えているＸ線検出器。
【請求項２】
前記少なくとも１つのデータ線が、少なくとも１つの非分割線を備える請求項１に記載の
検出器。
【請求項３】
前記少なくとも１つのデータ線の内の少なくとも２つのデータ線が、相互に結合される請
求項１に記載の検出器。
【請求項４】
前記少なくとも１つの走査線（５２）が垂直に積重ねられる請求項１に記載の検出器。
【請求項５】
前記少なくとも１つのデータ線が、
第１のセットのピクセル（１２２）に結合する第１の側（１１８）と、
第２のセットのピクセル（１２４）に結合する第２の側（１２０）と、
を含む請求項１に記載の検出器。
【請求項６】
前記複数のデータ線が、
第１のセットのデータ線と、
第２のセットのデータ線と、
を備え、
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前記第１のセットのデータ線からの少なくとも１つのデータ線が、前記第２のセットのデ
ータ線からの少なくとも１つのデータ線に結合されることを特徴とする請求項１に記載の
検出器。
【請求項７】
前記第１のセットのデータ線の各データ線が、前記第２のセットのデータ線の各データ線
に結合される請求項４に記載の検出器。
【請求項８】
前記少なくとも１つの分割走査線（５２）が、第１のピクセル・スキャンのセットと第２
のピクセル・スキャンのセットとを有する請求項４に記載の検出器。
【請求項９】
前記第１のセットのデータ線が前記第１のピクセル・スキャンのセットに対応し、前記第
２のセットのデータ線が前記第２のピクセル・スキャンのセットに対応する請求項６に記
載の検出器。
【請求項１０】
Ｘ線を受信する複数のピクセル（１１６）と、
前記複数のピクセル（１１６）を作動する少なくとも１つの走査線（１１２）と、
前記Ｘ線を示す電荷を伝導する、相互に結合される少なくとも２つのデータ線を有する複
数のデータ線（１１４）と、
を備え、
前記複数のデータ線（１１４）の少なくとも１つのデータ線が、
第１のセットのピクセルに結合される第１の側（１１８）と
第２のセットのピクセルに結合される第２の側（１２０）と、
を含むことを特徴とするＸ線検出器。
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